
保護者必見！ 知らないと大損！？

公立中受検は
「なぜ子どもの未来を守る」のに

最強なのか？



公立中受検は
「なぜ子どもの
未来を守る」の
に最強なのか？

その理由を本日はお話します！



公立中受検 合格率7年連続No.1
完全1対1受験指導 ライトハウスアカデミー
塾長：安田 浩幸



今日、お子様と保護者様の次の三つ

のお悩みが解決するきっかけになれば

幸いです。



①一つ目のお悩み

公立中受検・・

する？ しない？



②二つ目のお悩み

うちは

私立中受験 公立中受検・・

どっちにする？



③公立中受検をするとしたら

どうやって勉強したらいい？

いつから始めたらいいの？



公立中受検はすべきなのか？



絶対すべき！ 落ちたとしてもすべき！

なぜなら・・

公立中受検はすべきなのか？



なぜ、公立中受検はすべきなのか？

公立受検には
「子どもの未来を守る３つのメリット」

があるからです。



子どもの未来を守る三つのメリットとは？

１．自立できる「真の学力」が身につく

・大学受験に必要な力のベースを身に着けられる

・AIにも、外国人労働者にも負けない力







１．知識・技能

２．思考力・判断力・表現力

３．問題・課題発見能力

４．問題解決能力

５．主体的に学ぶ力

６．多様な人々と協働しつつ
学習する態度

←これまでの入試

←これからの入試



１．知識・技能

２．思考力・判断力・表現力

３．問題・課題発見能力

４．問題解決能力

５．主体的に学ぶ力

６．多様な人々と協働しつつ
学習する態度

←これまでの入試

←これからの入試

これは公立中高一
貫校の入試でこそ
身に付きます！



子どもの未来を守る三つのメリットとは？

２．落ちても人生設計が超有利！

・高校受験のスタートが圧倒的に早くなる！

・公立中の生徒が高校受験の準備をするのは通常、中２の夏以降。

遅い生徒は中3から。多くの生徒が手遅れになる。

・公立中受検生は入試の翌週から中学校の予習をスタート。
落ちた生徒の多くは高校受験でリベンジ成功！



子どもの未来を守る三つのメリットとは？

３．保護者が破産しても大丈夫！
・公立中高一貫校は私立中高一貫校より６００万以上コスト削減！

・公立中高一貫校の主目的は生徒を国立大学に入れること。

親の経済力に関係なく志望大学・学部を選べる！

（私立大学医学部４０００万 国立大医学部３５０万）

・ちなみに私立中受検は、都内なら小２の２月～が一般的。

公立中受検は小５の春が一般的。早くても小４の春から。



子どもの未来を守る三つのメリットとは？

つまり、公立中受検は

子ども自身が一番得する試験



内申について

知らないと落ちる

大きくかわった内申のつけかた！



内申について



内申について

知識・技能

思考力・判断力・表現力

+

主体性・多様性・協働性

学びに向かう態度（関心・意欲・態度）



内申について

（内申を決める三つの要素） （どれくらいの配分か？）

①授業中の取り組み ３０％

（学びに向かう態度）

②提出物 ２０％

（学びに向かう態度）

③テスト ５０％



内申について

各校の配点

横浜南・サイフロ ４００ 点満点で１００点が内申（５、６年）
相模原・平塚 ９００ 点満点で２００点が内申（５、６年）
川崎 １０００点満点で１００点が内申（６年）
小石川 ８００ 点満点で２００点が内申（５、６年）



内申について

どうやってつける 横浜南・サイフロの例

小学５年生、６年生における８教科の評定を次のように点数化

評定３→１０点

評定２→ ５点

評定１→ １点

この合計値１６０点満点を、１００点満点に換算。



内申について

どのくらい差が開く？

ALL２の生徒と、ALL3の生徒では、

総得点の合計４００点（適性検査３００点+内申１００点の）だと

５０点の差がつく。これは大きい。



内申について

ただ、現実的には・・

内申２と３が半々～ほとんど３の生徒の受験生が中心。この戦いになる。

なので、実質的には、２５点差程度が実態。

４００点中２５点は、小さくはない。

しかし、適性検査でがんばれば取り返せる！


